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子育て学習プログラムの基本的な考え方

１ 連携に課題を感じていませんか？
例えば、こんなことを感じたことはありませんか？

「家庭にはお願いしてるけどなかなかうまくいかない」「よい方法はないかな？」と家

庭との連携に課題を感じたら、この子育て学習プログラムを参考にして「新しい保護者会」

に取り組んでみましょう。

２ それぞれの子育て学習プログラムの特徴
学校と家庭の連携の現状は各学校により違います。まず、自分の学校の現状を見つめ直

すことが必要です。今回提案する子育て学習プログラムは、それぞれ違った連携の現状か

ら理想とする連携の在り方を求め作られています。

○ 子育て学習プログラム①

○ 子育て学習プログラム②

忘れ物がなかなか

減らないな？家庭

にお願いはしてい

るけど…？

授業参観や懇談会

の参加者が少ない

なあ？
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○ 子育て学習プログラム③

３ 子育て学習プログラムづくり
それぞれの子育て学習プログラムづくりを行う際に、連携視点を設けました。それぞれ

の子育て学習プログラムづくりは、連携視点を基に、理想とする連携のイメージを大切に

しながら作られています（図１）。テーマの設定も、「実践者の意図」「保護者の悩みや願

いの実態」「教師の悩みや願いの実態」から共通性を見いだし設定しています（図２）。

下記の図１、２を参考にして子育て学習プログラムづくりをしましょう。

図１ 学習プログラムづくり構想図 図２ テーマ設定までの流れ
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学校と家庭の連携に視点を当てた子育て学習プログラム①

連携視点１ 互いを知る

テーマ 「子どもへの

かかわり方」
時 間 ９０分

校種と学年 全学年 人数（隊形） ４人以上

準 備 パソコン プロジェクタ 模造紙 ワークシート ふり返りシート マジック ネーム

プレート

ねらい 保護者と児童、教師の実態調査から明らかになった共通の課題から「子どもへのかかわり

方」をテーマに保護者会を行う。子どもが、家庭でも学校でも、伸び伸びと安心して生活す

るために効果的なかかわり方を、疑似体験等を通して学び合うとともに、子どもたちを「共

に育てる」という意識を高める。

活動と保護者・教師の様子 留意点と掲示物等

１ ねらいと概要の説明 ◎ ス タ ッ フ が 自 己 紹 介

●「事前アンケートの結果では、『子どもへのかかわり方』 をする。

に悩みを感じているといった意見がありました。今日は日

導 常生活によくある場面から、子どもの気持ちを大切にする

入 効果的なかかわり方について一緒に考えていきましょう」

1 5 ２ 緊張をほぐすゲーム（「後出しジャンケン」） ２３

分 ●「最初にゲームをします。『後出しジャンケン』をしまし ・ Ｔ１とＴ２で見本を見せ

ょう」 る。

・ 全員で自己紹介をし十分

３ 自己紹介（「となりのとなり」） に緊張をほぐすようにする。

●「次に自己紹介をしましょう。『となりのとなり』という

やり方で自己紹介しましょう」

４５

４ 家庭での子どもの気持ちに添えない場面について役割演技 ・ 役割演技後に、パワー

●「それでは本題に入ります。まずはじめに、家庭の夕 ポイント（資料１、２）

食支度にみられるある場面についてＴ１とＴ２で役割演 を使って内容を確認する。

いつだって○○は
「…」なんだ。
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技しますのでご覧下さい」

５ 学校での子どもの気持ちに添えない場面について役割演

技

●「次に学校の休み時間にみられるある場面についてＴ

展 １とＴ２で役割演技しますのでご覧下さい」

開

●「『･･･』にはどんな言葉が入るでしょうか。考えてみ

6 0 ましょう」

分 ５

６ ワークシートに、「子どもの気持ちにこたえるかかわり方」を考 ・ 教師、保護者ともに指

え記入する 名し発表してもらう。出

●「それでは、『子どもたちの気持ちにこたえるにはどのよ た意見を板書する。

うなかかわり方がよいか』を考えてワークシートに書きましょ ６

う」 ・ 教師には学校生活での、

保護者には家庭での、そ

７ 記入したことを基に役割演技をする れぞれの経験を基に書い

●「それでは、ワークシートに記入したことを基に、Ｔ てもらうようにする。

１と役割演技をしてみましょう」

７

・ こちらから指名して、教

師からも保護者からも代表

者に役割演技をしてもらう。

８

終 ８ まとめ ・ 共に育てていくという

末 ●「本日の活動を振り返ってＴ２に感想を述べてもらい 方向に導く。

ましょう。いかがでしたか？」 ９

1 5 ・ 時間内に書き上がらない

分 ９ 参加者の体験をふり返り、今後について考える 場合には持ち帰って書い

●「本日セミナーに参加してみていかがでしたか、活動 てよいことを伝える。

を振り返って学んだことや新しく気付いたことなど、感

想をお書き下さい」

資料３ ワークシート

資料２ 学校での場面

資料１ 家庭での場面
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子育て学習プログラム①

成果と留意点
実践中のエピソード

活動１では、家庭でも学校でもよくみられる場面を役割演技をした。参加者から「家庭

でも学校でもこういうことあるよね」、「子どもに申し訳ないね、かわいそう」などのつぶ

やきがあった。子どもの気持ちに十分ふれることができる身近な場面設定であった。

活動２では、子どもの気持ちにこたえられる効果的なかかわり方を考えて参加者とＴ１

で役割演技をした。ワークシートを活用し「子どもの気持ちにこたえられる効果的なかか

わり方」について考えたが、なかなか思うように書けない保護者から「ワークシートに沿

って書けなくてもいいですか」という質問を受けたので、「自由な発想で考えて書いてく

ださい」と答えた。するとたくさん書くことができた。

それを基に参加者とＴ１で「効果的なかかわり方」について役割演技をしたが、「それ

いいですよね」「家で使ってみよう」などのつぶやきがたくさんあり、思いを共有するこ

とができた。

実践後の結果

保護者から、「先生方も参加してくれてとても楽しい保護者会でした」「先生は、たくさ

んの子どもの指導で大変だな」との声が聞かれた。教師からは「家庭での様子が伺えてよ

かった。子どもへの励まし方が勉強になりました」などの声が聞かれた。初めての試みと

いうことで、始めは緊張した表情であったが、終わったときには参加者が笑顔で、保護者

と教師の垣根を越えて会話をしている姿が見られた。「先生、楽しかったから次回は友達

を連れてきます」と笑顔で話しかける保護者の姿が印象的だった。

実践上の留意点

「新しい保護者会」が初めての場合、導入部分でのアイスブレーキングがとても重要な

ポイントとなる。今回は２種類のエクササイズを取り入れ十分に緊張をほぐす配慮をした。

しかし、短時間（60分程度）で実施する場合には、時間配分を考えて、「本題にあまり時

間がかけられなくなってしまう」ということにならないように注意したい。
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子どもの気持ちに添えない学校での、家庭でのある場面

子どもの気持ちに添えない学校でのある場面

先生、あのね ごめんね。今忙しいんだよ

さっき、校長先生に、ほめられ
たんだよ よかったね

え、それだけ。もっと話を聞
いてよ

ごめんね。本当に忙しいん
だ。あとで話を聞くね

いつだって先生は「・・・」なんだ

子どもの気持ちに添えない家庭でのある場面

お母さん、あのね 今忙しいからあとでもいい

学校ですごくほめられたんだよ よかったね

え、それだけ。もっと話を聞
いてよ

うるさいわね。忙しいって言
ってるでしょ。あとにしてちょう
だい

いつだってお母さんは「・・・」なんだ
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子どもの気持ちにこたえる効果的なかかわり方を考えるワークシート



- 8 -

振り返りシート お名前（ ）

本日のセミナーにご参加いただきありがとうございました。今日のセミナーで
「学んだこと」「気付いたこと」「感じたこと」など、ご感想をお書き下さい。

次回の保護者会は○月△日（□）です。次回もご参加お待ちしております。

※ この振り返りシートは、各プログラムで活用できます。

振り返りシート
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学校と家庭の連携に視点を当てた子育て学習プログラム②

連携視点２ 共に作り出す

テーマ やる気を育てるかかわり方

－宿題に視点を当てて－
時 間 ９０分

校種と学年 全学年 人数（隊形） ４人以上（１グループ ４～６人）

準 備 パソコン プロジェクタ ワークシート ふり返りシート マジックペン ネーム

プレート 付せん紙 やる気シート

ねらい 保護者と児童、教師の実態調査から明らかになった共通の課題から、宿題に視点を当てて

「やる気を育てるかかわり方」をテーマに保護者会を行う。宿題の目的やねらい・効果を理解し、

よりよい子どもの成長を促すために、体験的な活動を通して考え、具体的なかかわり方を共に作

り出す。

活動と保護者・教師の様子 留意点と掲示物等

１ ねらいと概要の説明 ◎ スタッフが自己紹介をする。

導 ●「事前アンケートの結果では、『どのように子どもにや ２

入 る気を育てたらよいか悩んでいる』といった意見があり ・ ネームプレートを利用

ました。今日は宿題に視点を当てて、やる気を育てる効 し、表は「名前」裏は「自

１5 果的なかかわり方について一緒に考えていきましょう」 己紹介文」を書かせる。

分 ・ 裏面の自己紹介文は数パ

２ 緊張をほぐすゲームを兼ねて自己紹介（「私は誰でしょう」） ターン考えておく。

●「それでは、みなさん一人一人に先ほど書いていただ ・ 全員で自己紹介をし十分

いた自己紹介文を読み上げますので、どなたの自己紹介 に緊張をほぐすようにする。

文かを当ててみましょう」

３４

３ 家庭での「宿題をめぐるやりとりの場面」の役割演技 ・ 役割演技後に、パワーポ

●「それでは本題に入ります。まずはじめに家庭での『宿 イント（資料１、２）を使

題をめぐるやりとり』をＴ１とＴ２で役割演技しますの って内容を確認する。

でご覧下さい」

展 ４ 学校での「宿題をめぐるやりとりの場面」の役割演技

開 ●「次に学校での『宿題をめぐるやりとり』をＴ１とＴ

２で役割演技しますのでご覧下さい」
6 0

分 ５ 宿題について考え、その重要性について理解する

●「お配りしたワークシートに、先ほど確認した画面（資

宿題

う～ん、

それはね？

資料１ 家庭での場面
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料１・２）と同じ絵が描かれています。『う～ん、それ
はね』の後の「…」に当てはまる言葉（せりふ）につい
て考え、ワークシートに書きましょう」

６ やる気を育てるかかわり方について考える
●「それでは、宿題の「内容と量」、「時間」、「具体的な ５

手だて」を意識して、やる気を育てるかかわり方につい ・ 保護者は宿題についてど

て考え、ワークシートに書いてみましょう」 うとらえているか、また、
教師はどうとらえている
か、それぞれの立場から意

７ グループごとに考えを「やる気を育てるかかわり方シート」に 見を引き出し黒板にまとめ

まとめる る。

●「一人一人考えたことをグループ内で話し合って『や ７

る気を育てるかかわり方シート』にまとめていきましょ ・ グループで意見を整理さ

う」 せる。（ＫＪ法）
・ 「やる気を育てるかかわ

●「それでは、グループごとに、どんな『やる気を育て り方シート」（資料３）を

るかかわり方シート』ができあがりましたか？」 各グループに配布する。そ
の際 に Ｋ Ｊ法 に つ い て説

「～さんお願いします」 明す る 。

・ 各自がまとめたかかわり
方を発表し合い、用紙に貼
らせる。

・ グループ分けは、教師と
保護者が混合するように意
図的に分ける。

・ 活動を始める前に、活
動後に発表してもらうこ
とを伝え、代表者を選ん
でもらうように指示する。

８

８ まとめ ・ 子どもの成長を共に支え

終 ●「本日の活動を振り返ってＴ２に感想を述べても ていくために、学校と家庭

末 らいましょう。いかがでしたか？」 をつなぐものについて、学
校と家庭で共に考えていく

1 5 ことが大切であることをお

分 ９ 参加者の体験をふり返り、今後について考える さえる。

●「本日セミナーに参加してみていかがでしたか、活動 ９

を振り返って学んだことや新しく気付いたことなど、感 ・ 時間内に書き上がらない

想をお書き下さい」 場合には持ち帰って書いて
よいことを伝える。

資料３ やる気を育てる
かかわり方シート

資料２ 学校での場面
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子育て学習プログラム②

成果と留意点
実践中のエピソード

活動１では、Ｔ１、Ｔ２の役割演技を見て、宿題の持つ意義や目的・ねらいについ

て考える。役割演技後に、「宿題ってなんでするんですかね」と問いかけると、参加者か

ら「学力の定着や向上」という答えが返ってきた。Ｔ１が「実は宿題には親子のコミュニ

ケーションや人間形成にも効果があると言われています」と参加者に話すと、「宿題って

大切なんだね」とか「宿題を自主的にこなせることが大切だね」というつぶやきがあった。

宿題の重要性を知る効果的な活動であった。

活動２では、やる気を育てるかかわり方を考え、「やる気を育てるかかわり方シート」

をみんなで作った。参加者一人一人が、経験を基に「やる気を育てる効果的なかかわ

り方」をたくさん考えることができた。シートにまとめる活動では、「それ効果

あるよ」、「家に帰って早速試してみよう」など、一人一人の意見に対して盛り上

がりをみせた。シートにまとめられた「効果的なかかわり方」は今後の子どもの

成長を支えるために参考になる提案がたくさんあった。

実践後の結果

保護者会が始まる前から、保護者と教師が笑顔で会話をする和やかな雰囲気があっ

た。アイスブレーキングでさらにお互いの心理的な距離が近付いた。保護者と教師で、

共に考え作り出すという経験がこれまでにあまりない学校での実践。保護者からは「先

生が一緒に考えてくれるなんて初めてでとてもうれしかった」との声が寄せられた。

教師からは「保護者の考えが分かったことで、これからの指導に生かせる」「保護者

の気持ちが分かった気がする」などの話が聞かれた。今回の実践で互いの考え方に共

感し相手の立場に立って物事を考えることの大切さを学んだ。

実践上の留意点

今回はアイスブレーキングに「私は誰でしょう」という自己紹介の仕方を取り入れてみ

た。ネームプレートの裏面に、「私の趣味は・・・・・・・」や「私の好きなスポーツは

・・・・・・・」というように、リード文をあらかじめ書いておいて、続きの文を完成さ

せる工夫をした。しかし、プライベートなことなので、事前に参加者の方に書いてもらえ

るかを確認することが必要である。
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宿題をめぐる学校での家庭での場面

宿題をめぐる学校でのやりとり

今日の宿題は算プリ３枚ね え～、先生多いよ

みんななら大丈夫！すぐ終わ
っちゃうからがんばって！

お願いします。せめて１枚
減らしてよ

ダメダメ、泣き言言ってない
でがんばろう！

先生、何で宿題なんてある
の？学校の勉強だけじゃダメ
なの？ねえ先生、教えてよ！

う～ん、それはね「・・・・・・・」

宿題をめぐる家庭でのやりとり

宿題は？ あとでやる

あとなんて言ってないで今やり
なさい

・・・・・・・

聞いてるの！

聞いてるよ。でも何で宿題
しなくちゃいけないの？学校
の勉強だけじゃダメなの？ね
えお母さん、教えてよ！

う～ん、それはね「・・・・・・・」
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※ 拡大してお使い下さい。

やる気を育てるかかわり方シート
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やる気を育てるかかわり方を考えるワークシート



- 15 -

学校と家庭の連携に視点を当てた子育て学習プログラム③

視点３ 輪を広げる

テーマ 「つなげよう 広げよう

子育ての輪」
時 間 ９０分

校種と学年 全学年 人数（隊形） ４人以上

準 備 パソコン プロジェクタ ワークシート ふり返りシート ネームプレート マジック

ペン 画板 筆記用具（鉛筆）

ねらい 保護者と児童、教師の実態調査から明らかになった共通の課題から、「つながり」「連携」をテ

ーマに保護者会を行う。保護者同士はもとより、学校と家庭とのつながりは、子どもの成長を支

えるために重要であるということを体験的な活動を通して考える。

活動と保護者・教師の様子 留意点と掲示物等

１ ねらいと概要の説明 ◎ スタッフが自己紹介をする。

導 ●「事前アンケートの結果では、『たくさんの方々と子

入 育てについて話をしたい』といった意見がありました。 ２

今日は『子どもの成長』を題材にして、意見の交流をし ・ Ｔ１とＴ２で見本を見せ

1 5 ながら子育てについて一緒に考えていきましょう」 る。

分

２ 緊張をほぐすゲーム（「バースデーチェーン」） ・ 全員で自己紹介をし十分に

●「最初にゲームをします。『バースデーチェーン』を 緊張をほぐすようにする。

しましょう」

３ 子どもの成長について考え話し合う ３

●「それでは本題に入ります。まずはじめにワークシー ・ ３～４人で話し合えるよ

展 トに子どもの成長について実感していることを２～３書 うに、あらかじめ椅子の配

開 きましょう」 置を考えて設置しておく。

●「ワークシートに書いたことを近くの人と話し合って ４

6 0 みましょう」 ・ パワーポイント（資料１）

分 を活用して説明する。

●「話し合ってみていかがでしたか。感想を聞かせてく

ださい」

４ 保護者間のつながりの大切さについてふれる

資料１ 子どもの成長について
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●「今までの活動を通して一度まとめてみたいと思いま ５

す。画面をご覧下さい」 ・ 関係図の描き方（第1段

階「家族」）についてパワー

５ 子どもの成長にかかわる他者について考える ポイント（資料２）を活用

●「子どもの成長にかかわる他者について考えましょう。 して説明する。

初めは『家族の関係図』について描きます。描き方につ ・ 関 係 図 の 描 き 方 （ 第

いて説明しますので画面をご覧下さい」 ２段階「家族ではない他

●「それでは、ワークシートに、子どもの成長を支えて 者 」） について パワー ポ

いる『家族の関係図』を描きましょう」 イ ン ト （ 資 料 ２ ） を 活

用して説明 する。

●「次に『家族ではない他者』について考えましょう。

描き方について説明しますので画面をご覧下さい」

●「ワークシートに、子どもの成長を支えている『家

族ではない他者の関係図』を描きましょう」

６

６ 子どもの周りには、成長を支える重要な他者がいることに ・ パワーポイント（資料

気付く ３）を活用して説明する。

●「本日の活動をまとめましょう。画面をご覧下さい」

７

７ まとめ ・ 子どもの成長を共に支え

終 ●「本日の活動を振り返ってＴ２に感想を述べてもらいま ていくために、学校と家庭

末 しょう。いかがでしたか？」 がつながることがとても大

切であるということをパワ

1 5 ８ 参加者の体験をふり返り、今後について考える ーポイント（資料４）を使

分 ●「本日セミナーに参加してみていかがでしたでしょう って伝える。

か、活動を振り返って学んだことや新しく気付いたこと

など、感想をお書き下さい」

８
・ 時間内に書き上がらない

場合には持ち帰って書い
てもよいことを伝える。

資料２ 関係図の描き方

資料４ 孤育てしてませんか

資料３ 子育てネットワーク
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子育て学習プログラム③

成果と留意点
実践中のエピソード

活動１では、入学してからこれまでの子どもの成長について、一人一人が考え、それを

基にグループで話し合う活動をした。一人一人に入学してからこれまでの子どもの成長に

ついて振り返った中では、「あらためて言われるとなかなか書けないな」というつぶやき

が聞こえた。しかし、グループになって話し合う中で、「そういえばうちの子もそういう

ところ成長したかも」と気付けたり、「～ちゃんはこういうところが成長してるよ」と教

えてあげたりすることができた。保護者の交流やつながりは、子どもの成長を支えるのに

とても大切なことであることに気付ける有意義な活動になった。

活動２では、子どもの成長にかかわる家族と他者のについて考えた。子どもの成長を支

えているのは家族だけでなくたくさんの方々に支えられていることに気付くことができ

た。子どもの成長を支えている他者の一人として、「先生」と書いてくれた保護者がいて、

とてもうれしく感じた。学校と協力して子どもの成長を支える必要性について話をしたと

ころ、「そうだよね」とうなずく保護者の方がたくさん見られ学校と家庭の連携の深まり

を実感できる活動とあった。

実践後の結果

保護者から、「もう保護者会はないのですよね、さみしいです」、「こういう保護者会で

あればまた参加します」、「先生方と触れ合えて自分の世界が広がった」などの話が聞けた。

これまでにかかわりが少なかった保護者との交流、先生方と親しく話ができた喜びなど、

子育ての輪が広がり学ぶことが多い保護者会になった。参加者は「来てよかった」という

満足感を得たようである。

実践上の留意点

入学してからこれまでの子どもの成長について、一人一人が考えた後に、それを基にグ

ループで話し合う活動をしたが、その場で「グループになって下さい」と指示を出しても

なかなかグループに入れない人がいることが予想された。そこで、あらかじめ小グループ

（３～６人）ができるように意図的に椅子を配置しておいた。

今回の実践は、一斉講義的な保護者会になりがちな面があるので、活動１の活動に十分

に時間をかけて実践することが望ましい。
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保護者同士がつながること

子どもの成長を支えている家族と他者の気付き

学校と家庭の連携
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保護者同士がつながること

ワークシート 名前（ ）
Ｑ１ 入学してからこれまでに、お子さんが「成長したな」と思うところを２～３考えて書

いてみましょう。

※ 「気付いたこと」「感じたこと」など、メモするときにお使い下さい。
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子どもの成長を支えている家族と他者の気付き


